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　石灰化歯原性嚢胞は1962年にGorlinらにより
独立疾患として命名された嚢胞性疾患であるが、そ
の病態像は多様であり本態的に嚢胞であるという解
釈には種々の問題点が提示されている。今回我々は
14才女性の左側上顎小臼歯部に発生した歯牙腫を
伴った石灰化歯原性嚢胞の一例を経験した。患者は
平成3年2月5日左側上顎歯肉頬移行部の無痛性の
膨隆を主訴に当科に初診となった。X線所見では
磁五根尖部に境界明瞭な単蔓性のX線透過像が認
められ、その内部に米粒大のX線不透過像が認めら
れた。平成3年3月27日局所麻酔下に嚢胞摘出術
及びt3．4．5歯根端切除術を施行した。嚢胞の嚢胞壁
からの剥離は比較的困難で一見腫瘍塊を思わせる増
殖を呈していた。又、嚢胞と上顎洞との交通は認め
られなかった。
　摘出物の病理組織学的所見では、嚢胞は立方上皮
及び扁平上皮により裏装され、上皮組織の基底層の
一部には、立方あるいは円柱上皮が索状に配列しそ
の上層にエナメル髄様の細胞をみるエナメル上皮無
様の像が認められた。又、内腔に向って　ghost
ce11や不規則な石灰化物が認められた。嚢胞壁の
一部には歯牙様構造物を認め、未石灰化エナメルや
未分化象牙質が不規則に認められた。
　石灰化歯原性嚢胞は1971年のWHOの分類では
非腫瘍性の嚢胞性疾患としながらも腫瘍に分類され
ている様に、本来は腫瘍性であるのか、嚢胞性であ
るのか論議の的となっている。本症例では上皮組織
の一部にエナメル上皮腫様の像が認められ、歯牙腫
様構造物が認められたこと、及び術中所見より腫瘍
的性格の強い症例であった。
　術後約1年3ケ月を経過したが再発を思わせる所
見は無く経過良好である。
　今回我々は歯牙腫を伴った石灰化歯原性嚢胞の一
例を経験したので若干の文献的考察を加えて報告し
た。
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今回我々は過去10年間に当教室においてRA患者
に対し人工股関節、人工膝関節置換術施行した症
例の術後成績について検討したので若干の文献的
考察を加えて報告する。なお、術後成績の評価は、
日本整形外科学会治療判定基準と藤林の移動動作
分類に基づいて評価した。
　対象は全人工股関節置換術（以下THA）12例
15股、全人工膝関節置換術（以下TKA）26例35
膝である。術後の経過観察期間は最短12カ月から
最長12年8カ月、平均6年5カ月である。手術時平均
年齢は最小35歳、最高78歳、平均54，1歳である。
　術後評価を検討するとまず日高会治療判定基準
で評価するとTHA例では総合評価で術前平均38，
1点から術後平均72，1と著明改善を示し、TKA例
でも術前平均49，4点から術後平均73，5点と著明な
改善を示した。項目別に評価すると両症例とも虚
血の改善度が特に著明であった。次にAD：しの改
善度を藤林の移動動作分類により評価すると全例
少なくとも自立歩行可能まで改善されていた。
　術後の成績不良例を検討すると良好例に比べ術
前よりRA活動性が高く罹患期間が長い高齢者に
多く隣接関節に罹患しているものや全身的合併症
を伴うものに多かった。合併症の問題に対して術
前より十分な対策を立てた上で手術にのぞみ術後
も患者の症状改善に対する理解が得られれば人工
関節手術はRA患者のQuality　of　lifeを改善する
上で極めて有用な治療法であるが、術後の管理に
は整形外科的なfo11。wupと指導が根気強く続けら
れる事が必要であるものと思われた。
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